
イタリアの農業高校
どんなところ？

イタリアの農業
の特徴は？ どんな交流ができるの？

来たれ！⽇伊の未来のファーマー！

食文化を支える農業

イタリアの農業生産額はEU27か
国中で第3位、商品のブランド力
を表す付加価値額ではEU第 1
位。家族経営の農家、山間地農
業、高齢化など、日本の農業に
似た特徴があります。特産品で
はワイン、オリーブ油、チー
ズ、ハム・サラミ類、トマト、
パスタ、米の生産などが有名
で、有機農業やアグリツーリズ
ム(農村観光)が盛んです。

お気軽にお問い合わせください。

５年間の学習期間
現地の新聞にのるかも？

https://jief.jpinfo@jief.jp

応募について
下記についてご確認の上、日本学校農業クラブ連盟事務局（日連
事務局）を通じてご応募ください。

【募集内容】
募集校数：２〜３校程度（※多数の場合は日伊間で活動内容
や生産物等により親和性のあるマッチングで選出）
目的：国際交流を通じて生産やマーケティングに関連する経
験やノウハウ、知識を交換・共有し、自国と相手国の農業や
食料への関心を深め未来の日伊のファーマー間での親睦を深
める。
応募期限：５月15日まで（※応募後に日伊経済連合会にて日
伊応募校間の事前調整を行います）
活動時期：本年度中・年に数回程度、放課後の時間帯にて
費用：無料
必要な設備等：オンラインミーティングやプレゼンテーショ
ンができる環境

【応募時の記載事項】
学校名・所在地・電話番号
グループ名（クラスやクラブなど）
担当の先生の名前と連絡先E-mail
グループに所属する生徒数
学校、地域、クラブ等グループの特徴など簡単な紹介

時差が8時間(サマータイム中は7
時間)あり、日本の夕方がイタリ
アの朝です。クラブ活動などの時
間帯に、年に数回、オンラインで
イタリアの農業高校と学校自慢
や、地域・特産品の紹介、加工品
のレシピ交換等、交流をしてみま
せんか？事前の調整や、細かい希
望の相談、言語のハードルは、支
援機関である日伊経済連合会の事
務局がお手伝いいたします。

イタリアでは14歳から19歳が高
校生にあたり、前半の2年間は生
産や農業経営に関連する基礎的
な学習を行い、後半の3年間は、
食品加工やワイン醸造など専門
分野に分かれます。学校によっ
て牧場、ワイン醸造所、ブドウ
やオリーブ畑、養蜂場などあり
イタリアならではの特産品に関
係する生産や加工、マーケティ
ング等について学びます。

日伊経済連合会
ホームページ

イタリアの⾼校⽣と農業で国際交流
してみませんか？
イタリアの農業高校200校以上が加盟する、RENISA(www.agro-polis.it イタリア全国農業高校ネットワーク)

で、イタリアの農業高校生と交流したい学校（クラス、クラブ等）を募集しています！

https://www.agro-polis.it/

